
                             

                             

                             

                             

 [第 319号］             北日野公民館だより              令和 4年 10月 14日 

 

自
主
防
災
組
織
の
役
員
の
任
務
は
？ 

市
な
ど
が
大
規
模
災
害
に
備
え
て
町
内
ご
と
の
自
主
防
災
組
織
の

結
成
を
勧
め
て
か
ら
十
年
数
年
が
経
っ
た
と
思
う
。
今
で
は
全
町
内

に
設
置
さ
れ
、
わ
が
町
内
で
も
毎
年
「
今
年
の
防
災
組
織
役
員
名
簿
」

が
配
布
さ
れ
る
。
こ
れ
を
み
て
思
う
の
は
「
こ
の
役
員
さ
ん
た
ち
は

何
を
任
務
と
し
て
い
る
の
か
解
っ
て
い
る
の
か
な
？
」
で
す
。 

「
そ
れ
は
、
町
内
の
大
災
害
時
、
消
火
班
は
消
火
、
救
助
班
は
救

助
な
ど
こ
の
表
に
載
っ
て
い
る
防
災
活
動
に
当
た
る
の
が
役
割
で
、

各
班
長
は
そ
の
責
任
者
、
総
責
任
者
は
区
長
で
し
ょ
う
！
」
と
思
っ

て
い
る
人
が
殆
ど
で
は
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
全
く
違
い
ま
す
。 

も
し
そ
う
な
ら
ば
、
予
報
が
精
度
を
高
め
て
き
た
台
風
等
を
除
き
、

い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
「
常
に
備
え
る
」
と
い
う
こ
と

は
、
役
員
は
片
時
も
欠
か
さ
ず
自
己
町
内
に
居
る
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
任
期
中
は
旅
行
は
勿
論
町
外
へ
も
出
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。 ど

ん
な
防
災
の
プ
ロ
で
も
、
現
場
に
居
な
け
れ
ば
何
に
も
で
き
ま

せ
ん
。
防
災
活
動
が
出
来
る
人
と
い
う
の
は
、
た
ま
た
ま
そ
の
時
、

自
己
町
内
に
残
っ
て
い
た
人
た
ち
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
べ

き
で
す
。 

だ
か
ら
、
防
災
組
織
の
役
員
さ
ん
は
、
自
分
た
ち
の
不
在
中
に
災

害
が
起
こ
っ
て
も
、
役
員
が
い
な
く
て
も
そ
の
時
残
っ
て
い
た
人
た

ち
だ
け
で
、
少
し
で
も
防
災
、
減
殺
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
日
頃

か
ら
、
防
災
資
材
の
点
検
、
整
備
と
使
い
方
の
訓
練
を
年
間
計
画
に

入
れ
て
反
復
し
、「
い
つ
か
は
多
く
の
町
民
が
最
低
の
防
災
活
動
が
出

来
る
」
町
内
に
な
れ
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
、
こ
れ
が
役
員
の
皆
さ

ん
の
任
務
な
ん
で
す
。 

と
い
う
こ
と
で
、
各
役
員
さ
ん
方
、
自
分
た
ち
が
自
由
に
旅
行
に

行
け
る
よ
う
必
要
な
検
討
を
何
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
か
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

空 
稲刈り 岩内町   撮影：日野フォトクラブ  

北日野地区の人口  4,260名(9月比 -1）（男 2,053名 女 2,207名）外国人含む 1,577世帯(9月比＋3） 令和4年10月１日現在 

 



 

九
月
二
十
五
日
（
日
）
、
日
野
山
・

村
国
山
整
備
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
晴

天
の
中
、
五
十
名
の
方
に
お
手
伝
い
い

た
だ
き
、
キ
レ
イ
な
登
山
道
に
な
り
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
活
環
境
部        

                             

                             

                             

                             

十
月
十
日
（
月
）
、
雨
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
三
年
ぶ
り
に
健
康

ウ
ォ
―
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。
日
野
山
登
山
も
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
前
日
か
ら
の
雨
の
影
響
で
残
念
な
が
ら
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
新
幹

線
開
通
に
よ
り
、
大
き
く
変
化
し
た
と
こ
ろ
と
、
北
日
野
の
歴
史
を
感
じ

ら
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「コロナウイルス感染拡大予防対策の為、紙面を縮小させて頂きました」 

       <地区の将来像＞   豊かな自然と誇れるふるさとづくり         令和 4年 10月 14日（2） 

十
月
十
日
（
月
）
、
に
開
催
さ
れ
た
健
康

ウ
ォ
ー
ク
で
、
公
民
館
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
生

が
、
西
谷
町
・
庄
田
町
・
大
屋
町
で
そ
れ
ぞ

れ
の
町
内
の
歴
史
の
説
明
を
し
ま
し
た
。 

自
分
た
ち
が
学 

ん
だ
北
日
野
の
歴 

史
を
、
地
域
の
皆 

さ
ん
に
知
っ
て
も 

ら
え
る
よ
う
に
、 

今
後
も
活
動
し
て 

い
き
た
い
と
思
い 

ま
す
。 

 

「
古
郡
文
右
衛
門
年
明
（
と
し
あ
き
ら
）
」 

越
前
鯖
江
代
官 

※
元
禄
七
年
（
一
六
九
四

年
）
～
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
年
） 

 

元
禄
・
宝
永
年
間
の
大
洪
水
に
よ
り
、
向

新
保
村
の
耕
地
や
、
家
屋
が
流
さ
れ
、
農
民

は
、
大
打
撃
を
う
け
、
困
窮
に
陥
っ
た
。
そ

の
窮
状
を
救
う
べ
く
古
郡
文
右
衛
門
は
付
近

の
松
ヶ
鼻
山
か
ら
巨
石
を
運
び
、
川
底
よ
り

積
み
重
ね
て
、
堤
防
を
築
き
次
の
洪
水
に
備

え
た
。
こ
の
巨
大
な
岩
石
郡
を
岩
刎
（
い
わ

ば
ね
）
と
い
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
岩
刎
は
、
十
二
ヶ
所
に
築
い
た
と
い

わ
れ
、
現
在
で
も
そ
の
一
部
を
見
る
事
が
で

き
ま
す
。
岩
刎
工
事
は
当
時
と
し
て
は
極
め

て
困
難
な
大
工
事
で
、
多
く
の
人
夫
と
費
用

を
要
し
ま
し
た
。
工
事
の
半
ば
で
洪
水
の
た

め
に
破
壊
さ
れ
た
事
な
ど
、
多
く
の
困
難
を

乗
り
越
え
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
以
後
、
向

新
保
村
近
辺
に
お
い
て
大
き
な
決
壊
は
な
か

っ
た
と
い
い
ま
す
。
古
郡
文
右
衛
門
は
こ
の

難
工
事
の
た
め
、
公
費
七
百
両
と
私
費
三
百

両
を
投
じ
た
と
言
わ
れ
、
向
新
保
村
の
農
民

は
古
郡
文
右
衛
門
の
功
徳
を
た
た
え
、
後
世

に
伝
え
る
為
、
古
郡
神
社
を
向
新
保
村
の
日

野
神
社
境
内
に
建
て
た
。
又
、
大
正
末
期
に

は
、
古
郡
文
右
衛
門
の
石
武
者
人
形
を
造
り

安
置
し
た
。 

囲碁ボール大会・ふれあい健康祭りのお知らせ 
 １１月１３日（日）           囲碁ボール大会       ふれあい健康まつり 
北日野身近な体育館（ミニ体育館）     １２時受付         １３時～１６時 

にて、囲碁ボール大会・ふれあい健康     １３時試合開始      血圧測定・握力計 
祭りを開催します                           肺活量チェックなど 
               

 

九
月
二
十
九
日
（
木
）
、
地
域
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
各
町
内
の
区
長
は
じ
め
、
民
生

委
員
、
福
祉
推
進
委
員
が
お
互
い
の

町
内
で
の
意
見
交
換
を
し
て
、
有
意

義
な
会
議
に
な
り
ま
し
た
。        

今から出発しま～す 西谷町到着しました 平林町公民館 

庄田町公民館 

岩内町 

参
加
者
感
想 

雨
の
中
で
し
た
が
、
無

事
に
完
歩
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
色
ん
な
場

所
を
見
学
し
な
が
ら
歩

く
事
が
で
き
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。 

越前たけふ駅 岩内山の登山口 大屋町白山神社 

保守基地見学 

日野山からの素晴らしい景色 

大屋町白山神社 



   
 

 
                          

                             

                             

                             

おことわり：新型コロナウイルス感染状況により、行事を中止または変更させて頂く場合がございます。 
また、当日咳や発熱等の症状がある場合は参加をお断りさせて頂く事があります。あらかじめご了承ください。   

 （3）令和 4年 10月 14日   ＜地区の将来像＞暮らしの安全、快適生活とインフラ整備            

１０～１１月の予定 

10 月 15日・16日(土・日) 北日野地区文化祭（振） 

  19日(水) 防災学習会打合せ （振） 

  28日(金) 公民館運営協議会 (公) 

   
 

 

 

 

（放）放課後子ども教室 （公）公民館 

（振）北日野地区自治振興会 （子）子育てサロン 

 

休館日 毎週月曜日11月3日(木)・11月23日(水) 

11 月 6日(日) 防災学習会（振） 

    13 日(日) 囲碁ボール大会 

ふれあい健康祭り (振) 

    18 日(金)  企画委員会 (振) 
 

北日野駐在所だより №５５ 

 空き家は大丈夫？ 
昨年から今年の夏にかけて、越前市内では、空

き家を狙った窃盗事件が発生しております。犯人
の目的は、空き家内に置かれた、高炉や壺などの
骨董品と認められてます。 
 空き家を所有されている方は 
・定期的に空き家の状態を確認する 
・空き家内に置いたままの物は整理する 
ように努め、確実に施錠し、もし、 
何者かの侵入等を認めた場合は、 
警察に通報しましょう。 

              
普段家庭で見る、ちょっと頼りない姿。でも、

学年が進むにつれて、学校生活においては「すご

い！」と感心させられる事も多くなってきまし

た。普段はとても見え難く、歯痒く思ってしまう

ことも多いのですが、確実に日々成長してくれて

いるという事を忘れずに応援し続けたいと思い

ます。         
でも、やっぱ、もうちょっと、こう…(^^) 

北日野小学校 保護者 

北日野公民館にマイナカーが  
やってくる！ 

マイナンバーの普及につなげるべく、越前市は

持ち物不要で申し込める移動式の申請窓口〈マイ
ナカー〉の運用を始めています。この機会にぜひ
マイナンバーカードを取得しませんか！ 
お気軽にお越しください！ 
場所：北日野公民館 
日時：11月 13日（日）13：00～16：00 

 

第２回公民館運営協議会開催 
 
日時：１０月２８日（金） 午後７時～ 
場所：北日野公民館   ２階 講堂 
※ 傍聴を希望されます方は、北日野公民館 

（２３－４６０３）までお申込み下さい。 
定員：５名 

 

 
 
 
「夕方見守り運動へのご協力をお願いします」 
 
子どもへの声かけ事案等が発生しやすい夕方に、大

人が声をかけ合って、屋外で作業する、散歩すること
などを心がけ、地域ぐるみで子どもの安全を見守り育
てる「夕方見守り運動」にご協力をお願いします。 

 

〈秋の火災予防運動を実施します！！〉 
  
１１月９日から１５日まで全国一斉に秋の火災予防運

動を実地します。この運動は、火災が発生しやすい時季
を迎えるにあたり、火災予防思想の一層の普及を図り、
火災の発生を防ぐことを目的としています。火災を防ぐ
ために下記のことを心掛けましょう。 
 
●４つの習慣 
（１）寝たばこは、絶対にしない、させない。 
（２）スト－ブの周りに、燃えやすいものを置かない。 
（３）こんろを使うときは、火のそばを離れない。 
（４）コンセント部分は清掃し不必要なプラグは抜く。 
 
 

 

書道通信 
きたひのセミナー 

（なべ帽子作り） 
  

９月２５日（日）、１０月
１（土）、２日間にかけてな
べ帽子作りを開催しまし
た。自宅で使用しなくなっ
た布を使い、ＳＤＧｓ実践
にもなり、楽しく学ぶこと
ができました。省エネにも
なる、なべ帽子。料理する
のが楽しみです。 

書
道
教
室
夜
の
部 

か
と
う
が
く
さ
ん 

新幹線「越前たけふ駅」見学会 

 越前武生駅周辺まちづくり協議会委員のご協力で、

越前たけふ駅の見学会を開催します。 

 

【日時】１１月１３日（日） 

      午前１０時３０分 北日野公民館集合 

  【定員】４０人（先着） 

            小学生以下は保護者同伴 

      未就学児は参加できません 

【申込】北日野公民館 ２３－４６０３ 
     4面のＱＲコードでもお申込みいただけます  
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［第 319号]＜地区の将来像＞乳幼児から高齢者まで、笑顔と躍動あふれるコミュニティの形成   令和 4年 10月 14日(4)  

春の七草は邪気を払うとして１月７日にかゆの中に入れられたが秋の七草は見て楽しむ。季節を感ずる花と

して古来から歌にも詠まれ親しまれてきた。村国山にはススキ・ハギ・クズは多く見られるがオミナエシ・キ

キョウ・ナデシコ・フジバカマは自生していないようである。家の庭先などでは時々見かけられる。 

《 秋の七草 》 

《 ナデシコ（ナデシコ科）》 
  草原に生える多年草 
 茎の先に薄紅色の花をつける 
糸状に細かく切れる 

 （カワラナデシコともいう） 

《 フジバカマ（キク科）》 
 日当たりのよい草原に 
生える多年草。枝先に 
うす紅色の管状花を密に 
つける 

《 オミナエシ（オミナエシ科）》 
  日当たりのよい山の草原に 
 生える多年草。枝先に４ミリ 
の黄色の花を多くつける 

《 キキョウ（キキョウ科）》 
草原に生える多年草。 

太い根茎。枝先に青紫色の 
鐘状の花。５つに切れる。 
根は薬用 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

北日野公民館公式ラインを始めまし
た！イベントの申込みにも使っていた
だければと思います。まだまだ不慣れ
ですがよろしくお願いいたします！ 
お友達登録は→のＱＲコードで 
「友達追加」をお願いいたします。 

編集・発行  越 前 市 北 日 野 公 民 館 

北日野地区自治振興会（北日野公民館内） 

〒915-0052 福井県越前市矢放町 21-11 tel/fax:0778-23-4603 

        E-mail:kitahino_ko@city.echizen.lg.jp 

https://www.city.echizen.lg.jp/office/090/050/100/index.html 

メ
ー
ル
投
稿
、
原
稿
な
ど
は 

↓
こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
♪ 

表
紙
の
俳
句
は
、
北
日
野
俳
句
会 

山
本
博
子
さ
ん
（
庄
田
町
）
の
作
品
で
す 

交通安全茶屋 9/30 

ヨガ教室 10/4 

さつまいも掘り 9/27 
 

 大根・かぶ植え 10/4 

青年 スコーンづくり 9/6 

 


